
私立 三育学院大学大学院 看護学研究科 東京都杉並区 学校法人 遵守事項

　看護学専攻(M) 5 　三育学院

遵守事項

助言事項

助言事項

助言事項

助言事項

計 1　校 　　1研究科　　1専攻(M)

・評議員が選任条項上の欠員となっていること
から、速やかに補充すること。

・監事より指摘されている監査項目に対する財
産状況及び業務状況の課題について、課題解決
のための方策を策定し、改善すること。

・完成年度における法人全体の基本金組入前当
年度収支差額がマイナスとなっていることか
ら、収支の均衡を前提とした中長期的な財政計
画の策定・実行など、経営基盤の安定確保に取
り組むこと。

・設置の趣旨・目的等が生かされるよう、設置
計画を確実に履行すること。また、学術の理論
及び応用を教授研究するという大学院の目的に
照らし、開設時から充実した教育研究活動を行
うことはもとより、その水準を一層向上させる
よう努めること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割合が高いことから、定年
規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努めるとと
もに、教員組織編制の将来構想について着実に
実施すること。

・専門科目における「普遍実践看護学分野」の
名称について、例えば「一般実践看護学分野」
と改めるなど、分野設定の趣旨を明瞭にするこ
とが望ましい。

(人)

附 帯 事 項

令和２年度開設予定大学院等一覧

１　大学院を設置するもの　１校 令和元年11月

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考
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区分

私立 相模女子大学大学院 社会起業研究科 神奈川県相模原市 学校法人 助言事項

　社会起業専攻(P) 30 　相模女子大学

私立 京都先端科学大学大学院 工学研究科 京都府京都市 学校法人 助言事項

　機械電気システム工学専攻(M) 15 京都府亀岡市 　永守学園

　機械電気システム工学専攻(D) 2
助言事項

助言事項

 1専攻(M)
計 2　校 2研究科　1専攻(D)

 1専攻(P)

・英語で授業を行う場合は、あらかじめ周知す
るとともに英語のシラバスを作成することが望
ましい。

・完成年度における法人全体の基本金組入前当
年度収支差額がマイナスとなっていることか
ら、収支の均衡を前提とした中長期的な財政計
画の策定・実行など、経営基盤の安定確保に取
り組むこと。

・法人運営の適切性を担保するため、法人内の
監査体制を明確にするとともに、監査の充実に
向けた計画を策定し、実行すること。

附 帯 事 項

２　研究科を設置するもの　２校

・「社会起業関連専門科目」については、今後
の学生の多様なニーズを踏まえて選択科目を開
設するなど、更に充実させることが望ましい。

学校教育法第99条第2項に規定する専門職
大学院の設置

大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
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私立 創価大学大学院 工学研究科 東京都八王子市 学校法人 遵守事項 　令和2年4月名称変更予定

　生命理学専攻(M) 15 　創価大学 　　工学研究科

　生命理学専攻(D) 5 　　　→理工学研究科

遵守事項

私立 帝京科学大学大学院 医療科学研究科 東京都足立区 学校法人 遵守事項

　看護学専攻(M) 3 　帝京科学大学

遵守事項

遵守事項

私立 星槎大学大学院 教育学研究科 神奈川県横浜市 学校法人 遵守事項

　教育学専攻(D) 5 　国際学園

　（通信教育課程）

遵守事項

・特別演習科目のシラバスの「履修上のアドバ
イス」の内容は学生の過度の負担となる懸念が
あるため、教育の質に留意の上、学生の研究時
間の確保にも配慮して見直すこと。

・入学資格からは、本専攻には実務経験のない
者が入学することも想定されることから、当該
学生に対してディプロマ・ポリシーに掲げる実
践に関する能力が担保できるよう個別の履修指
導等の取組に努めること。

・論文審査の要件について、「査読付きの学会
誌またはこれに準ずる学術雑誌」を必ず１本以
上有することや、査読付き論文がいずれも第一
著者であることなどを論文審査内規において明
確にし、論文審査の要件との整合を図ること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割合が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努
めるとともに、教員組織編制の将来構想につい
て着実に実施すること。

・「機器分析特論Ⅰ」の授業計画と実習時間の
実施時期の説明が整合していないため、適切に
改めること。（生命理学専攻　博士前期課程）

・本専攻設置の直接の背景となる課題である
「『地域完結型』の医療への転換」の趣旨や養
成する人材像について、社会や進学希望者に対
して説明するに当たっては、趣旨が明確に伝わ
るような記載とすること。

・本専攻の「修了者の進路及び見通し」につい
て、社会や進学希望者に対する説明において
は、「リーダー的・指導的役割を担うことが期
待される」旨が明確になるような記載とするこ
と。

附 帯 事 項

３　専攻を設置するもの　６校

区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)
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附 帯 事 項区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

（星槎大学大学院） 遵守事項

遵守事項

助言事項

私立 日本体育大学大学院 保健医療学研究科 神奈川県横浜市 学校法人 遵守事項

　救急災害医療学専攻(D) 2 　日本体育大学

遵守事項

助言事項

私立 藤田医科大学大学院 医学研究科 愛知県豊明市 学校法人 ―

　医科学専攻(M) 5 　藤田学園

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割合が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努
めるとともに、教員組織編制の将来構想につい
て着実に実施すること。

・特別演習科目及び特別研究科目のシラバスに
ついて、担当教員の専門分野ごとの特色が明確
となるよう「授業科目の概要」の内容に沿った
記載に改めること。

・完成年度前に、定年規程に定める退職年齢を
超える専任教員数の割合が比較的高いことか
ら、定年規程の趣旨を踏まえた適切な運用に努
めるとともに、教員組織編制の将来構想につい
て着実に実施すること。

・「救急災害医療学特講」及び「救急災害医療
学特別研究Ⅰ」のシラバスにおける各回の講義
内容の記載については、各回の講義の趣旨や内
容等を踏まえた適切な表現となるよう改めるこ
とが望ましい。

・教員の補充を必要とされた１授業科目につい
ては、開設時までに確実に専任教員を配置して
教員を充足すること。

・ルーブリック評価について、開設後において
も本専攻の多様な人材養成像や実践教育に対応
して、評価水準や評価項目の不断の見直しを行
い、評価の更なる改善・向上に努めることが望
ましい。
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附 帯 事 項区分 大 学 名 学部・学科等名
入 学
定 員 位 置 設 置 者 備 考

(人)

私立 大阪歯科大学大学院 医療保健学研究科 大阪府枚方市 学校法人 助言事項

　口腔科学専攻(D) 3 　大阪歯科大学

助言事項

計 6　校 6研究科　 　3専攻(M)
4専攻(D)

・修士課程を修了していない６年制の学部を卒
業した者に対する入学資格審査について、教
育・研究に資する臨床経験についても入学資格
審査の審査対象に含めるとともに、想定される
具体的な教育活動や研究業績等の内容や水準を
募集要項等に例示することが望ましい。なお、
「入学資格審査」と「出願資格審査」の用語の
使い分けについて、受験者に誤解が生じないよ
う募集要項等の記載に留意すること。

・外国人留学生を受け入れる際、「日本語での
論文作成能力を有することを必須とする」との
ことだが、論文作成に当たっては必ずしも日本
語のみとは限らないことから、本課程における
学修上の必要性も考慮して検討することが望ま
しい。
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